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指標とし、 Kd の高い程鞠酸の収量も良く、また、 Kd をスケールアップの基準と出来るものと考え
た。期酸醗酵の培養経過にわいて菌体の増殖相と掬酸生産相との聞に時相のずれが存在し、鶏酸生産
を有効に行なうにはこれに適した培養方法をとる必要があることを確認したO
第 2 章では、前章でえられた結果をもとに麹酸の大量生産と回収について検討した。 30Ø ジャーフ





解糖系、 TCA系の阻害剤はいずれも 10-3~10- 4 M濃度で麹酸生産台よび糖消費を阻害した。また、
解糖系の阻害剤による掬酸生産の阻害は、 TCA系の代謝中間体の添加によってほぼ完全に回復され
た。この機構は阻害された菌体が、これらの中間体を利用して獲得したエネルギーによる阻害からの
解放であることを認めた。次に、 1-14 C -グルコース、 6_14 C ーグルコースを基質として生成し










本論文は強力な刻酸生産株 Aspergillus orvzαe Noω株およびその改良株を用い、深部培養におけ
る生産の生理と動力学を解明し、培養経過の定式化を達成し、さらにその工業化に必要な諸元とくに
スケールアップならびに生産物回収の方法などについて重要な知見を得ている。これらの諸成果は菌
蓋培養法を中心として得られた既往の諸知見に対比して、まったく画期的なものであって、本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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